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は
じ
め
に

中
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
に
お
け
る
貧
困
と
貧
民
へ
の
対
応
、

す
な
わ
ち
慈
善
・
救
貧
を
め
ぐ
る
問
題
は
、
一
九
世
紀
後
半
か
ら

論
じ
ら
れ
て
き
た
重
要
な
社
会
史
的
テ
ー
マ
の
一
つ
で
あ
る
。
特

に
二
〇
世
紀
後
半
に
入
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
Ｍ
・
モ
ラ
や
Ｂ
・
ゲ

レ
メ
ク
を
中
心
と
す
る
貧
困
と
貧
民
お
よ
び
周
縁
集
団
に
関
す
る

研
究
成
果
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
で
、
数
多
く

の
モ
ノ
グ
ラ
フ
が
刊
行
さ
れ
て
き
た
。
Ｍ
・
モ
ラ
は
、
一
二
・
一

三
世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
施
療
院
建
設
の
波
に
代
表
さ
れ

る
〈
慈
善
革
命
〉
の
進
展
と
一
六
世
紀
前
半
に
お
け
る
公
権
力
の

救
貧
政
策
の
変
容
と
い
う
二
つ
の
転
換
期
を
軸
に
一
二
世
紀
か
ら

一
六
世
紀
に
お
け
る
聖
俗
権
力
に
よ
る
救
貧
の
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
の

変
容
を
論
じ
（
1
）
、
と
り
わ
け
一
三
世
紀
に
都
市
に
定
着
し
て
説
教
活

動
を
行
っ
た
托
鉢
修
道
会
に
よ
る
慈
善
・
救
貧
へ
の
思
想
的
貢
献

に
注
目
し
た
。
ま
た
、
Ｂ
・
ゲ
レ
メ
ク
は
、
中
世
後
期
に
お
け
る

経
済
危
機
と
貧
困
化
が
貧
民
に
対
す
る
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
対
応
を
促

進
し
、
貧
民
概
念
の
変
容
が
生
じ
て
い
っ
た
と
す
る
社
会
経
済
的

プ
ロ
セ
ス
を
検
討
し
、
パ
リ
を
中
心
に
中
世
後
期
の
都
市
に
お
け

る
慈
善
と
救
貧
の
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
を
明
ら
か
に
し
た
（
2
）
。
両
者
の
研

究
に
触
発
さ
れ
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
で
は

個
別
都
市
の
研
究
に
関
す
る
実
証
的
研
究
が
行
わ
れ
て
き
た
と
言

え
よ
う
（
3
）
。

本
稿
で
は
、
最
近
刊
行
さ
れ
た
二
冊
の
論
集
（
Ｓ
・
フ
ァ
ー
マ

ー
編
『
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
貧
困
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
�
複

雑
性
、
矛
盾
、
変
容
』
と
Ｆ
・
ア
マ
ナ
ー
テ
ィ
編
『
一
三
世
紀
か

中
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
都
市
の
慈
善
と
救
貧

│
│
ブ
ル
ッ
ヘ
の
〈
聖
霊
タ
ー
フ
ェ
ル
〉
の
活
動
を
中
心
に
│
│

河

原

温

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
環
地
中
海
都
市
の
慈
善
と
救
貧
│
│
中
世
か
ら
近
世
へ
│
│
」

中
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
都
市
の
慈
善
と
救
貧

一
二
一
（
三
四
五
）



ら
一
八
世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
救
済
と
連
帯
』）
か
ら
、

最
近
二
〇
年
間
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
都
市
に
お
け
る
慈
善
・
救
貧

研
究
の
動
向
を
概
観
し
た
後
、
筆
者
が
専
門
と
し
て
い
る
ネ
ー
デ

ル
ラ
ン
ト
都
市
、
特
に
ブ
ル
ッ
ヘ
の
慈
善
・
救
貧
の
在
り
方
を
事

例
と
し
て
取
り
上
げ
、
中
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
都
市
に
お
け
る
慈

善
・
救
貧
研
究
の
一
つ
の
方
向
性
を
示
す
こ
と
に
し
た
い
（
4
）
。

一

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
都
市
の
慈
善
と
救
貧

│
│
最
近
の
論
点
を
め
ぐ
っ
て

モ
ラ
と
ゲ
レ
メ
ク
の
研
究
を
出
発
点
と
し
つ
つ
、
一
九
九
〇
年

代
以
降
の
研
究
は
、
中
世
の
貧
困
と
救
貧
を
め
ぐ
る
彼
ら
の
見
解

に
地
域
的
差
異
に
基
づ
く
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
付
け
加
え
て
き
た
。
二

〇
一
一
年
の
リ
ー
ズ
の
中
世
学
会
に
お
け
る
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
報
告

集
で
あ
る
『
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
貧
困
へ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
』
か
ら
、
近
年
の
動
向
を
概
観
し
よ
う
。

ま
ず
、
貧
民
・
病
者
な
ど
社
会
的
弱
者
の
収
容
施
設
と
し
て
の

役
割
を
果
た
し
た
施
療
院
（hospital

）
の
設
立
の
状
況
に
つ
い

て
、
フ
ラ
ン
ス
に
関
す
る
Ｆ
�
Ｏ
・
ト
ゥ
ア
ッ
テ
ィ
、
Ｄ
・
ル
・

ブ
レ
ヴ
ェ
ッ
ク
、
Ａ
・
ソ
ー
ニ
エ
、
ス
ペ
イ
ン
（
カ
タ
ル
ー
ニ

ャ
）
に
関
す
る
Ｊ
・
ブ
ロ
ッ
ド
マ
ン
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
関
す
る

Ｓ
・
ワ
ト
ソ
ン
、
イ
タ
リ
ア
に
関
す
る
Ｊ
・
ヘ
ン
ダ
ー
ソ
ン
ら
の

諸
研
究
が
、
一
二
世
紀
か
ら
一
三
世
紀
に
か
け
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
お
け
る
重
要
な
慈
善
・
救
貧
活
動
の
変
容
の
規
模
や
衝
撃
に
つ

い
て
よ
り
詳
細
な
デ
ー
タ
を
提
示
し
て
き
た
。
例
え
ば
、
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
で
は
、
Ｓ
・
ワ
ト
ソ
ン
が
論
じ
て
い
る
よ
う
に
、
施
療
院

の
よ
う
な
固
有
の
慈
善
施
設
は
一
〇
八
五
年
以
前
に
は
存
在
し
な

か
っ
た
が
、
一
二
〇
〇
年
ま
で
に
四
〇
〇
を
数
え
る
ま
で
に
増
加

し
た
と
い
う
。
東
南
フ
ラ
ン
ス
地
域
に
お
い
て
は
、
Ｄ
・
ル
・
ブ

レ
ヴ
ィ
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
修
道
院
や
教
会
組
織
か
ら
独
立
し
た
施

療
院
は
、
一
一
〇
〇
年
に
は
わ
ず
か
二
施
設
で
あ
っ
た
が
、
一
二

〇
〇
年
ま
で
に
二
三
施
設
、
一
三
〇
〇
年
ま
で
に
は
九
六
施
設
に

ま
で
増
加
し
た
。
ま
た
レ
プ
ラ
施
療
院
（
ら
い
施
療
院
）
の
数
も
、

Ｏ
・
ト
ゥ
ア
ッ
テ
ィ
に
よ
る
と
、
北
フ
ラ
ン
ス
の
サ
ン
ス
管
区

（
サ
ン
ス
他
七
つ
の
教
区
を
含
む
）
だ
け
で
、
一
一
〇
〇
年
に
は

五
施
設
で
あ
っ
た
も
の
が
一
三
〇
〇
年
初
頭
に
は
四
〇
〇
近
く
に

ま
で
増
加
し
た
の
で
あ
る
。
Ｊ
・
ブ
ロ
ッ
ド
マ
ン
も
カ
タ
ル
ー
ニ

ャ
地
方
に
つ
い
て
、
Ｊ
・
ヘ
ン
ダ
ー
ソ
ン
も
ト
ス
カ
ー
ナ
地
方
に

つ
い
て
同
様
の
慈
善
施
設
の
増
加
現
象
を
確
認
し
て
い
る
（
5
）
。

一
三
世
紀
に
お
け
る
托
鉢
修
道
会
の
救
貧
・
慈
善
に
果
た
し
た

役
割
に
つ
い
て
は
、「
貧
民
」
に
対
す
る
肯
定
的
、
否
定
的
態
度

の
両
面
が
見
出
さ
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
つ
つ
、
托
鉢
修
道
会
自
体

が
施
療
院
建
設
の
波
に
い
か
に
貢
献
し
た
か
を
め
ぐ
っ
て
、
地
域

史

学

第
八
七
巻

第
三
号

一
二
二
（
三
四
六
）



に
よ
り
そ
の
評
価
は
賛
否
両
論
で
、
な
お
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
含
む
も

の
と
な
っ
て
い
る
（
6
）
。

ま
た
、
ゲ
レ
メ
ク
以
来
論
じ
ら
れ
て
き
た
、
中
世
後
期
以
降
生

じ
た
と
さ
れ
る
貧
民
観
の
変
容
に
つ
い
て
は
、
以
前
と
し
て
議
論

が
継
続
し
て
い
る
。
一
四
世
紀
半
ば
以
降
、
断
続
的
に
流
行
し
た

ペ
ス
ト
（
黒
死
病
）
に
よ
る
人
々
の
死
亡
率
の
高
ま
り
を
貧
困
と

栄
養
不
良
が
促
進
し
た
こ
と
は
、
モ
ラ
や
グ
ル
メ
ク
（
医
学
史
）

ら
に
よ
っ
て
既
に
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
加
え
て
、
一
三
四
九
年
の

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
抑
圧
的
な
労
働
立
法
の
発
布
が
近
世
に

至
る
貧
民
抑
圧
の
傾
向
の
開
始
を
示
す
指
標
の
一
つ
で
あ
る
と
い

う
点
も
支
持
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
近
年
で
は
、
浮
浪
を
禁
止

す
る
法
令
の
発
布
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
す
で
に
一
三
世
紀
に
そ

の
根
を
有
し
て
い
る
と
す
る
新
た
な
見
解
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
一
四
世
紀
後
半
以
降
頻
発
す
る
経
済
的
貧
困
に
基
づ
く
民

衆
反
乱
に
つ
い
て
は
、
北
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
南
欧
の
比
較
研
究
を

行
っ
た
Ｓ
・
Ｋ
・
コ
ー
ン
が
都
市
と
農
村
の
反
乱
の
性
質
を
区
別

し
た
上
で
、
地
域
に
よ
る
差
異
に
注
意
を
向
け
て
い
る
（
7
）
。

中
世
後
期
（
一
四
・
一
五
世
紀
）
の
施
療
院
の
状
況
に
つ
い
て

は
、
モ
ラ
が
か
つ
て
論
じ
た
よ
う
に
、
北
フ
ラ
ン
ス
や
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
で
は
、
戦
争
と
飢
饉
に
よ
る
打
撃
と
収
入
の
減
少
に
よ
り
多

く
の
施
療
院
が
経
営
の
危
機
に
�
し
た
と
さ
れ
る
。
北
イ
タ
リ
ア

や
東
南
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
逆
に
中
世
後
期
の
経
済
的
、
社
会
的
危

機
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
慈
善
活
動
の
波
は
一
四
世
紀
以
降
も
継
続

し
、
一
四
、一
五
世
紀
の
二
世
紀
の
間
一
二
・
一
三
世
紀
よ
り
多
く

の
そ
し
て
重
要
な
施
療
院
の
設
立
が
見
ら
れ
た
と
い
う
（
8
）
。
ま
た
、

一
四
世
紀
以
降
、
多
く
の
施
療
院
で
「
真
の
貧
民
」
以
上
に
「
恥

を
知
る
貧
民
」（pauperes

verecundi;sham
e-faced

poor

）
と

呼
ば
れ
た
「
や
む
を
得
ず
貧
困
に
落
ち
た
貴
族
や
中
上
層
市
民
」

へ
の
支
援
が
な
さ
れ
始
め
た
こ
と
が
ブ
ロ
ッ
ド
マ
ン
ら
に
よ
り
指

摘
さ
れ
て
い
る
（
9
）
。
以
上
の
よ
う
な
近
年
の
救
貧
と
慈
善
を
め
ぐ
る

研
究
動
向
を
踏
ま
え
、
本
書
で
は
、（
１
）
一
二
―
一
三
世
紀
に

お
け
る
慈
善
施
設
の
叢
生
の
地
域
的
動
向
、（
２
）
ジ
ェ
ン
ダ
ー

的
視
点
か
ら
検
討
さ
れ
る
中
世
盛
期
以
降
の
貧
困
・
貧
民
問
題
、

（
３
）
中
世
後
期
の
都
市
貧
民
の
日
常
の
生
活
水
準
の
視
点
か
ら

す
る
中
世
後
期
の
貧
困
問
題
を
め
ぐ
る
認
識
、（
４
）
貧
困
と
慈

善
活
動
の
パ
タ
ー
ン
に
関
す
る
カ
ト
リ
ッ
ク
・
キ
リ
ス
ト
教
社
会

と
ユ
ダ
ヤ
（
お
よ
び
イ
ス
ラ
ー
ム
）
社
会
と
の
比
較
史
的
関
心
か

ら
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
と
い
う
四
つ
の
テ
ー
マ
が
九
編
の
論
考
に
よ

り
検
討
さ
れ
て
い
る
。

本
書
の
成
果
は
い
く
つ
か
指
摘
で
き
る
が
、
特
に
（
１
）
と

（
４
）
の
課
題
に
関
連
し
て
一
二
・
一
三
世
紀
に
施
療
院
が
各
地
で

創
建
さ
れ
て
い
く
い
わ
ゆ
る
「
慈
善
革
命
」（
Ｍ
・
モ
ラ
）
の
展

中
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
都
市
の
慈
善
と
救
貧

一
二
三
（
三
四
七
）



開
の
中
で
「
慈
善
」（caritas

）
と
「
貧
民
」（pauperes

）
の
概

念
史
的
再
検
討
が
行
わ
れ
、
そ
の
一
例
と
し
て
Ａ
・
Ｒ
・
グ
レ
イ

が
一
二
世
紀
の
メ
ッ
ス
で
活
動
し
た
ユ
ダ
ヤ
人
ラ
ビ
（
メ
ッ
ス
の

エ
リ
ー
ゼ
ル
）
の
視
点
か
ら
、
施
療
院
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
「
救

済
に
値
す
る
貧
民
」
の
概
念
を
取
り
上
げ
て
分
析
し
て
い
る
点
が

注
目
さ
れ
る
（
10
）
。（
２
）
の
課
題
で
は
、
遺
言
書
の
分
析
か
ら
男
性

以
上
に
女
性
の
慈
善
活
動
へ
の
参
与
の
度
合
い
の
高
さ
が
ロ
ン
ド

ン
や
パ
リ
に
つ
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。（
３
）
の
課
題
に
つ
い

て
は
、
Ｓ
・
コ
ー
ン
や
Ｐ
・
セ
ラ
フ
ィ
マ
・
イ
・
バ
リ
ウ
ス
ら
が

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
や
バ
ル
セ
ロ
ナ
を
素
材
と
し
て
、
経
済
的
条
件
と

政
治
的
条
件
の
組
み
合
わ
せ
の
中
で
、
中
世
後
期
に
お
け
る
都
市

の
富
と
貧
困
の
問
題
が
都
市
ご
と
に
検
討
さ
れ
る
こ
と
の
重
要
性

を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
一
五
世
紀
の
都
市
経
済
と
民
衆
の
生

活
水
準
が
従
来
考
え
ら
れ
て
き
た
以
上
に
上
向
き
で
あ
っ
た
と
す

る
見
解
は
、
興
味
深
い
（
11
）
。

次
に
、
Ｆ
・
ア
マ
ー
テ
ィ
ー
編
『
一
三
世
紀
か
ら
一
八
世
紀
に

お
け
る
救
済
と
連
帯
』
は
、
ダ
テ
ィ
ー
ニ
国
際
経
済
史
財
団
主
催

の
研
究
集
会
（
二
〇
一
一
年
）
の
報
告
集
で
あ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

を
中
心
に
オ
ス
マ
ン
帝
国
ま
で
含
め
た
広
範
な
地
域
の
前
近
代

（
一
三
世
紀
か
ら
一
八
世
紀
）
の
貧
困
と
そ
の
対
応
を
め
ぐ
る
社

会
経
済
史
的
分
析
を
課
題
と
し
て
い
る
。
五
つ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
か

ら
な
る
報
告
で
は
、（
１
）
救
貧
組
織
の
類
型
と
制
度
的
発
展
、

（
２
）
救
貧
組
織
の
財
政
、（
３
）
救
貧
組
織
の
管
理
運
営
、

（
４
）
救
貧
組
織
が
当
該
社
会
と
経
済
に
お
い
て
果
た
し
た
役
割

と
そ
の
影
響
、（
５
）
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
救
貧
の
在
り
方
な
ど

が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
扱
わ
れ
た
地
域
の
広
さ
と
時
代
幅
の
長
さ

の
た
め
、
統
一
的
な
方
向
性
が
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

本
書
の
成
果
と
し
て
、
以
下
の
点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず

第
一
に
、
こ
れ
ま
で
中
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
救
貧
史
研
究
が
、
カ

ト
リ
ッ
ク
圏
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
圏
と
い
っ
た
宗
派
的
区
分
や
、

西
欧
、
東
欧
、
地
中
海
地
域
と
い
っ
た
地
域
的
区
分
に
分
け
ら
れ

て
そ
れ
ぞ
れ
別
個
に
論
じ
ら
れ
る
傾
向
が
強
か
っ
た
の
に
対
し
、

地
域
的
差
異
を
超
え
て
な
お
共
通
す
る
要
素
を
抽
出
し
て
い
こ
う

と
す
る
試
み
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
都
市

の
施
療
院
の
制
度
的
、
財
政
的
機
能
の
比
較
検
討
が
な
さ
れ
て
い

る
こ
と
、
兄
弟
会
や
地
縁
的
組
織
に
よ
る
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
救

貧
の
取
り
組
み
の
事
例
の
比
較
が
試
み
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
今

後
の
救
貧
研
究
に
と
っ
て
示
唆
的
と
言
え
よ
う
。
第
二
に
、
中
世

ド
イ
ツ
の
ユ
ダ
ヤ
人
共
同
体
に
お
け
る
救
貧
組
織
（H

ekdesh

）

や
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
救
貧
施
設
（Im

aret

）
が
取
り
上
げ
ら
れ
て

お
り
（
12
）
、
宗
教
的
差
異
に
よ
る
慈
善
・
救
貧
の
在
り
方
の
比
較
研
究

へ
の
方
向
性
が
意
図
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

史

学

第
八
七
巻

第
三
号

一
二
四
（
三
四
八
）



以
上
、
近
年
刊
行
さ
れ
た
二
冊
の
論
集
の
成
果
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
本
論
で
は
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
（
環
地
中
海
世

界
の
慈
善
と
救
貧
―
中
世
か
ら
近
世
へ
―
）
に
即
し
て
、
中
世
後

期
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
都
市
に
お
け
る
慈
善
と
救
貧
活
動
の
事
例
を
紹

介
し
た
い
。
対
象
と
す
る
の
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
北
イ
タ

リ
ア
と
と
も
に
中
世
後
期
に
最
も
都
市
化
の
著
し
か
っ
た
ネ
ー
デ

ル
ラ
ン
ト
諸
都
市
で
あ
り
、
そ
の
中
で
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
救

貧
組
織
す
な
わ
ち
小
教
区
ご
と
に
組
織
さ
れ
た
教
区
貧
民
救
済
組

織
で
あ
る
〈
聖
霊
タ
ー
フ
ェ
ル
〉（H

eilige
G

eest
tafels/H

oly

Spirit
T

ables

）
な
い
し
〈
貧
者
の
タ
ー
フ
ェ
ル
〉（arm

en-

tafels/T
he

Poor
T

ables

）
の
活
動
に
注
目
す
る
（
13
）
。

二

中
世
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
都
市
の
救
貧
組
織

│
│〈
収
容
型
〉
と
〈
分
配
型
〉

中
世
初
期
以
来
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
、
も
っ
ぱ
ら
教
会
、

修
道
院
に
よ
り
担
わ
れ
て
き
た
慈
善
と
救
貧
の
活
動
は
、
一
二
世

紀
以
降
、
都
市
化
の
進
行
に
伴
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
都
市
住
民
の
社

団
（corporate

bodies

）
に
よ
っ
て
も
組
織
さ
れ
始
め
る
。
ネ
ー

デ
ル
ラ
ン
ト
都
市
で
は
、
フ
ラ
ン
ド
ル
伯
を
は
じ
め
と
す
る
君
侯

や
教
会
諸
組
織
に
よ
る
不
定
期
に
行
わ
れ
た
喜
捨
と
と
も
に
、
都

市
自
治
体
や
富
裕
市
民
、
ギ
ル
ド
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
様
々
な
カ
テ

ゴ
リ
ー
の
「
貧
民
」
救
済
に
か
か
わ
っ
て
い
っ
た
（
14
）
。
そ
う
し
た
慈

善
と
救
貧
の
形
式
と
し
て
、
都
市
全
体
か
ら
貧
民
（「
キ
リ
ス
ト

の
貧
者
」）・
病
者
・
巡
礼
を
受
け
入
れ
た
施
療
院
の
よ
う
な
〈
収

容
型
〉
の
施
設
と
貧
民
（
世
帯
）
に
直
接
物
資
を
提
供
し
た
〈
分

配
型
〉
の
組
織
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。〈
収
容
型
〉
は
、

施
療
院
（hospital,

hospice,
alm

shouse,
G

od’s
H

ouse,
m

aison

D
ieu

）
と
総
称
さ
れ
る
が
、
中
世
中
期
以
降
し
だ
い
に
、
巡
礼
、

ら
い
者
（leper

）、
捨
児
（orphan

）、
視
覚
障
が
い
者
（blind

）、

精
神
疾
患
病
者
（insane

）、
改
悛
し
た
娼
婦
（repentant

prosti-

tute

）
な
ど
特
定
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
社
会
的
弱
者
を
対
象
と
す
る

専
門
的
施
設
へ
と
分
化
し
て
い
っ
た
。

ま
た
、〈
分
配
型
〉
は
、
教
会
組
織
や
君
侯
、
都
市
の
ギ
ル
ド

や
兄
弟
会
、
富
裕
市
民
な
ど
に
よ
る
貧
民
へ
の
直
接
的
喜
捨

（alm
s

）
や
、
本
論
で
あ
つ
か
う
〈
聖
霊
タ
ー
フ
ェ
ル
〉
の
よ
う

に
特
定
の
貧
民
へ
直
接
的
な
物
資
・
貨
幣
の
給
付
・
分
配
を
行
っ

た
組
織
で
あ
る
。

表
１
は
、
中
世
後
期
の
南
北
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
に
お
け
る
主
要

な
四
都
市
の
慈
善
・
救
貧
組
織
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
都
市
で
は
、
多
く
の
施
療
院
が
、
修
道
院
、
君
主
な
ど
の
財
政

的
援
助
に
よ
る
よ
り
も
、
富
裕
市
民
の
喜
捨
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ

中
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
都
市
の
慈
善
と
救
貧

一
二
五
（
三
四
九
）



て
い
た
。
例
え
ば
ヘ
ン
ト
の

場
合
、
知
ら
れ
て
い
る
三
一

の
施
療
院
（hospitaal

）
の

う
ち
修
道
院
付
属
の
施
療
院

は
三
つ
に
す
ぎ
ず
、
都
市
当

局
、
同
業
ギ
ル
ド
や
兄
弟
会

（
お
よ
び
ベ
ギ
ン
会
）
に
よ

る
も
の
が
全
体
の
半
数
の
二

一
施
設
、
富
裕
市
民
（
都
市

貴
族
）
個
人
に
よ
る
も
の
が

七
施
設
を
占
め
て
い
た
（
15
）
。
ま

た
、
貧
民
や
病
者
な
ど
本
来

救
済
の
対
象
と
さ
れ
た
者
の

ほ
か
に
、
富
裕
な
老
齢
市
民

が
受
禄
者
（prevendary

）

と
し
て
こ
う
し
た
施
療
院
に

居
住
す
る
権
利
を
得
る
こ
と

も
多
く
な
っ
て
い
く
の
で
あ

る
（
16
）。市

民
に
よ
る
施
療
院
へ
の

喜
捨
は
、
当
該
施
療
院
の
礼

拝
堂
や
市
民
個
人
の
祭
壇
の
創
設
、
寄
進
者
（
市
民
）
の
魂
の
救

済
の
た
め
の
日
々
の
祈
り
（
ミ
サ
）
の
設
定
と
結
び
つ
い
て
い
た
（
17
）
。

施
療
院
は
、
ら
い
施
療
院
や
精
神
疾
患
者
用
施
設
の
よ
う
に
、
社

会
的
隔
離
の
た
め
都
市
当
局
が
独
自
に
設
立
し
た
施
設
を
除
け
ば
、

一
般
に
富
裕
な
俗
人
市
民
個
人
の
遺
贈
に
よ
り
創
建
さ
れ
、
運
営

さ
れ
た
ケ
ー
ス
が
多
い
。
こ
う
し
た
施
療
院
は
、
何
よ
り
も
「
命

日
ミ
サ
」（anniversary

m
ass,jaerghtijd

）
の
よ
う
な
寄
進
者

の
魂
の
救
済
の
た
め
の
祈
り
の
場
と
し
て
機
能
し
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
施
療
院
は
、
寄
進
者
（benefactor

）
ば
か
り
で
は
な
く
、

入
所
者
の
魂
の
世
話
の
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
典
礼
的
業
務
の
た

め
、
し
ば
し
ば
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
会
の
会
則
を
採
用
し
て
い
た
。

そ
の
運
営
に
は
教
会
組
織
の
支
援
が
必
要
と
さ
れ
、
教
区
教
会
や

在
俗
聖
職
者
な
ど
が
施
療
院
の
日
常
の
活
動
に
関
わ
り
続
け
る
こ

と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
特
に
フ
ラ
ン
ド
ル
都

市
の
施
療
院
に
お
い
て
は
、
通
常
、
施
設
の
院
長
（provisor

）

や
監
督
者
（overseer

）
は
、
一
二
世
紀
か
ら
都
市
の
有
力
市
民

が
担
っ
て
い
た
こ
と
に
注
目
し
て
お
き
た
い
（
18
）
。

施
療
院
は
、
通
常
老
齢
や
失
業
に
よ
り
貧
困
化
し
た
都
市
民
に

居
住
の
場
を
提
供
し
、
時
に
は
衣
食
と
暖
房
用
の
燃
料
を
提
供
し

た
。
こ
う
し
た
施
設
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
貧
民
の
数
は
、
施
設
ご

と
に
き
わ
め
て
多
様
で
あ
り
、
ブ
ル
ッ
ヘ
の
場
合
、
一
二
世
紀
に

表 1 中世ネーデルラントの四都市の主要な救貧施設・組織

典拠：Marechal［1982］; Galvin［1998］; Van Steensel［2013］;河原［2001］［2014］

人口

46,000

64,000

20,000

12,000

兄弟会

18

40

（10）

55

ギルド

55

58

（30）

35

聖霊ターフェル

5

7

5

3

視覚障害者院

1

1

……

……

捨児院

1

2

（1）

（1）

らい施療院

1

1

（1）

1

施療院

（10）

（31）

3

3

都市名

ブルッヘ

ヘント

スヘルトーヘンボス
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創
建
さ
れ
た
聖
ヨ
ハ
ネ
施
療
院
（Sint

Jans
hospitaal

）
は
、

一
四
世
紀
に
七
五
床
の
寝
台
を
備
え
た
大
規
模
な
施
設
と
な
っ
た
（
19
）
。

中
世
に
お
い
て
は
一
台
の
寝
台
に
二
、
三
名
が
収
容
さ
れ
た
た
め
、

実
質
的
に
は
、
同
施
療
院
だ
け
で
一
五
〇
か
ら
二
〇
〇
名
程
度
の

貧
民
が
受
け
入
れ
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
他
の
施
療

院
特
に
同
業
ギ
ル
ド
に
よ
る
施
設
は
、
原
則
老
齢
な
い
し
病
気
の

同
職
の
メ
ン
バ
ー
の
み
を
受
け
入
れ
て
お
り
、
実
質
的
に
十
数
名

程
度
を
受
け
入
れ
て
い
た
に
す
ぎ
な
い
（
20
）
。

施
療
院
は
、
病
気
の
貧
民
だ
け
で
は
な
く
、
旅
行
者
・
巡
礼
に

宿
を
提
供
し
、
捨
児
の
養
育
や
高
齢
者
の
た
め
養
老
院
と
し
て
の

機
能
を
果
た
す
な
ど
、
中
世
後
期
の
都
市
社
会
に
お
い
て
様
々
な

役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
し
か
し
、
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
と
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
の
施
療
院
を
比
較
検
討
し
た
ヴ
ァ
ン
・
ス
テ
ー
ン
セ
ル
も

指
摘
す
る
よ
う
に
、
い
ず
れ
の
都
市
に
お
い
て
も
、
こ
う
し
た
慈

善
施
設
の
数
は
限
定
さ
れ
て
お
り
、
援
助
を
必
要
と
し
た
者
を
す

べ
て
カ
ヴ
ァ
ー
す
る
に
は
十
分
で
は
な
か
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
（
21
）
。

三
「
聖
霊
タ
ー
フ
ェ
ル
」
に
よ
る
教
区
貧
民
救
済

│
│
ブ
ル
ッ
ヘ
の
事
例
か
ら

さ
て
、
中
世
後
期
の
都
市
に
お
い
て
、
施
療
院
と
は
別
個
に
小

教
区
の
住
民
を
対
象
に
慈
善
・
救
貧
活
動
を
行
っ
た
注
目
す
べ
き

地
縁
的
組
織
と
し
て
、「
聖
霊
タ
ー
フ
ェ
ル
」（T

ables
ofthe

H
oly

Spirit;H
eilig

G
eesttafels

;T
ables

de
Saint-E

sprit

）
な

い
し
「
貧
者
の
タ
ー
フ
ェ
ル
」（Poor

T
ables;arm

entafels,
T

a-

bles
des

pauvres

）
と
い
う
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
組
織
が
ネ
ー
デ

ル
ラ
ン
ト
（
お
よ
び
北
フ
ラ
ン
ス
の
一
部
）
と
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
地

方
で
知
ら
れ
て
い
る
（
22
）
。
こ
れ
ま
で
中
世
都
市
の
慈
善
・
救
貧
史
で

は
必
ず
し
も
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
近
年
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン

ト
の
み
な
ら
ず
、
イ
タ
リ
ア
や
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
小
教
区

単
位
で
の
救
貧
活
動
が
注
目
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
筆
者
は
、
か
つ
て

フ
ラ
ン
ド
ル
都
市
ヘ
ン
ト
の
聖
霊
タ
ー
フ
ェ
ル
に
つ
い
て
検
討
し

た
が
、
そ
の
後
、
ブ
ル
ッ
ヘ
の
聖
霊
タ
ー
フ
ェ
ル
に
つ
い
て
の
詳

細
な
研
究
が
ア
メ
リ
カ
の
研
究
者
Ｍ
・
ガ
ル
ヴ
ィ
ン
に
よ
り
な
さ

れ
（
23
）、
比
較
研
究
が
可
能
と
な
っ
て
き
た
。
以
下
で
は
、
ブ
ル
ッ
ヘ

の
聖
霊
タ
ー
フ
ェ
ル
の
活
動
と
そ
の
意
義
に
つ
い
て
、
ヘ
ン
ト
、

レ
イ
デ
ン
、
ス
ヘ
ル
ト
ー
ヘ
ン
ボ
ス
の
聖
霊
タ
ー
フ
ェ
ル
と
の
比

較
を
交
え
つ
つ
、
見
て
い
き
た
い
（
表
１
参
照
）。

聖
霊
タ
ー
フ
ェ
ル
は
、
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
都
市
に
お
い
て
一
二

世
紀
後
半
以
降
、
小
教
区
を
ベ
ー
ス
に
組
織
さ
れ
た
教
区
限
定
の

慈
善
・
救
貧
組
織
で
あ
る
。
そ
の
主
な
活
動
は
、
教
区
教
会
の
入

口
に
お
い
て
、
一
年
を
通
じ
て
定
期
的
に
教
区
在
住
の
特
定
の

「
貧
民
」
に
パ
ン
や
ビ
ー
ル
、
肉
な
ど
の
食
料
や
、
靴
を
は
じ
め

中
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
都
市
の
慈
善
と
救
貧

一
二
七
（
三
五
一
）



と
す
る
衣
料
品
、
暖
房
用
の
燃
料
（
泥
炭
な
ど
）、
現
金
（
貨

幣
）
な
ど
を
分
配
し
、
死
者
を
埋
葬
す
る
一
方
、
霊
的
機
能
と
し

て
聖
霊
タ
ー
フ
ェ
ル
へ
の
寄
進
者
・
遺
贈
者
の
た
め
の
命
日
ミ
サ

（anniversary
m

ass,
jaargetijd

）
を
行
っ
て
い
た
。
施
療
院
と

は
異
な
り
、
組
織
に
固
有
の
建
物
を
所
有
せ
ず
、
教
区
教
会
を
ベ

ー
ス
と
し
て
活
動
し
た
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。

ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
で
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
や
イ
タ
リ
ア
と
異
な

り
、
聖
霊
タ
ー
フ
ェ
ル
が
ベ
ー
ス
と
し
た
小
教
区
の
数
が
少
な
く
、

ヘ
ン
ト
で
七
、
ブ
ル
ッ
ヘ
で
五
、
レ
イ
デ
ン
で
三
、
ス
ヘ
ル
ト
ー

ヘ
ン
ボ
ス
で
五
つ
し
か
な
か
っ
た
。
ロ
ン
ド
ン
は
一
〇
七
、
ノ
リ

ッ
ジ
は
四
六
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
は
六
二
、
パ
リ
は
三
四
の
小
教
区

に
分
け
ら
れ
て
い
た
の
と
比
べ
る
と
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
都
市
の
小

教
区
の
広
さ
と
他
地
域
に
比
べ
た
そ
の
数
の
少
な
さ
は
明
ら
か
で

あ
る
。
こ
う
し
た
小
教
区
単
位
で
の
救
貧
活
動
は
、
ネ
ー
デ
ル
ラ

ン
ト
と
は
異
な
り
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
一
六
世
紀
半
ば
以
降
に

よ
う
や
く
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
こ
と
も
比
較
史
的
に
は
注
意

す
べ
き
点
で
あ
ろ
う
（
24
）
。

で
は
、
ブ
ル
ッ
ヘ
の
聖
霊
タ
ー
フ
ェ
ル
は
都
市
の
小
教
区
と
い

う
場
で
如
何
な
る
活
動
を
行
っ
た
か
。

（
ａ
）
慈
善
・
救
貧
活
動

聖
霊
タ
ー
フ
ェ
ル
の
最
も
重
要
な
活
動
は
、
上
述
の
よ
う
に
、

小
教
区
の
「
貧
民
」
に
対
す
る
必
要
物
資
の
供
給
、
死
者
の
埋
葬

に
あ
っ
た
。
分
配
物
は
、
タ
ー
フ
ェ
ル
の
通
常
収
入
に
よ
り
購
入

さ
れ
た
物
資
や
、
寄
進
者
に
よ
り
彼
ら
の
魂
の
救
い
の
た
め
タ
ー

フ
ェ
ル
に
提
供
さ
れ
た
物
資
で
あ
っ
た
。
ブ
ル
ッ
ヘ
で
は
五
つ
の

小
教
区
（
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
﹇
聖
母
﹈、
聖
ヒ
リ
ス
、
聖
ヤ
コ
ブ
、

聖
サ
ル
ヴ
ァ
ト
ー
ル
﹇
救
世
主
﹈、
聖
ワ
ル
ブ
ル
ガ
）
の
タ
ー
フ

ェ
ル
が
そ
れ
ぞ
れ
活
動
し
て
い
た
が
、
一
年
の
う
ち
、
毎
日
曜
日

（
五
二
週
）、
そ
し
て
待
降
節
（A

dvent

）
と
復
活
祭
（E

aster

）

の
間
の
毎
週
月
曜
日
と
金
曜
日
が
年
間
の
定
期
的
な
分
配
日
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
タ
ー
フ
ェ
ル
ご
と
に
異
な
る
が
、
教
会
の
典
礼
の

暦
に
従
っ
て
、
重
要
な
年
祝
祭
日
で
あ
る
聖
母
マ
リ
ア
の
祝
日

﹇
三
月
二
五
日
、
八
月
一
五
日
、
九
月
八
日
な
ど
﹈、
聖
ヨ
ハ
ネ
の

祝
日
﹇
六
月
二
四
日
﹈、
万
聖
節
﹇
一
一
月
一
日
﹈、
聖
エ
リ
ギ
ウ

ス
の
祝
日
﹇
一
二
月
一
日
﹈、
聖
木
曜
日
﹇
復
活
祭
前
の
木
曜
﹈

な
ど
多
く
の
聖
人
の
祝
日
に
分
配
が
な
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
タ
ー

フ
ェ
ル
に
遺
贈
し
た
寄
進
者
た
ち
に
よ
る
個
々
の
守
護
聖
人
の
祝

日
や
、
寄
進
者
の
埋
葬
命
日
に
分
配
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
タ
ー
フ
ェ
ル
に
よ
る
分
配
は
、
収
支
の
記
録
の
残
っ
て

い
る
一
五
世
紀
を
通
じ
て
維
持
さ
れ
て
お
り
、
定
期
的
な
分
配
日

史
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は
年
間
百
日
を
超
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
（
25
）
。

分
配
の
対
象
と
な
っ
た
物
資
（
食
料
品
）
は
、
一
定
の
量
の
パ

ン
（
小
麦
、
ラ
イ
麦
）
と
肉
（
豚
、
鶏
）
が
基
本
で
あ
っ
た
が
、

待
降
節
の
期
間
は
肉
に
代
え
て
バ
タ
ー
や
魚
（
ニ
シ
ン
六
尾
）
が

分
配
さ
れ
て
い
る
。
タ
ー
フ
ェ
ル
は
、
そ
の
他
に
、
靴
、
衣
類
、

泥
炭
（
暖
房
用
の
燃
料
）、
現
金
（
貨
幣
）
な
ど
も
不
定
期
に
分

配
し
て
お
り
、
そ
の
援
助
は
、
貧
民
の
日
常
生
活
を
補
う
日
用
品

を
中
心
と
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

タ
ー
フ
ェ
ル
が
毎
週
分
配
し
た
物
資
の
受
禄
者
（preben-

dary

）
の
数
に
つ
い
て
は
、
各
タ
ー
フ
ェ
ル
で
様
々
で
あ
り
、
一

般
化
は
困
難
で
あ
る
が
、
ガ
ル
ヴ
ィ
ン
の
試
算
に
よ
る
と
、
一
四

世
紀
半
ば
か
ら
一
五
世
紀
に
お
け
る
ブ
ル
ッ
ヘ
の
二
つ
の
主
要
な

教
区
（
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
教
区
、
サ
ル
バ
ト
ー
ル
教
区
）
に
お
け
る

分
配
を
受
け
取
っ
た
受
禄
者
の
数
は
、
表
２
の
よ
う
に
な
る
。
同

時
期
の
ブ
ル
ッ
ヘ
の
他
の
三
教
区
（
ヒ
リ
ス
、
ヤ
コ
ブ
、
ワ
ル
ブ

ル
ガ
）
の
タ
ー
フ
ェ
ル
の
記
録
が
得
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
ブ
ル

ッ
へ
の
都
市
全
体
で
ど
れ
だ
け
の
貧
民
が
救
済
の
対
象
と
な
っ
た

か
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
れ
ら
の
三
教
区
の
タ
ー
フ
ェ
ル
は
、

一
五
世
紀
に
残
さ
れ
て
い
る
会
計
記
録
の
収
支
の
規
模
の
小
さ
さ

か
ら
、
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
、
サ
ル
ヴ
ァ
ト
ー
ル
両
教
区
に
比
べ
、
よ

り
限
定
さ
れ
た
分
配
を
行
っ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ

て
、
ブ
ル
ッ
へ
の
タ
ー
フ
ェ
ル
に
よ
り
毎
週
定
期
的
な
救
済
の
対

象
と
な
っ
た
受
禄
者
は
、
一
五
世
紀
に
年
間
最
大
一
八
〇
人
程
度

で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
こ
う
し
た
受
禄
者
が
世
帯
主
と
す
る
と
、

そ
の
家
族
（
中
世
フ
ラ
ン
ド
ル
都
市
の
平
均
世
帯
構
成
数
は
、
約

四
名
）
を
含
め
た
被
救
済
者
数
は
、
ガ
ル
ヴ
ィ
ン
に
従
え
ば
お
よ

そ
七
〇
〇
／
九
〇
〇
人
程
度
と
考
え
ら
れ
る
（
26
）
。
こ
の
数
字
は
、
一

四
世
紀
末
の
ブ
ル
ッ
ヘ
の
総
人
口
（
三
八
〇
〇
〇
人
）
か
ら
す
る

表 2 ブルッヘのターフェルによる受禄者

サルヴァトール教区

……

78

95

137

……

（150）

（178）

分配物資：小麦（パン）、肉、バター、ニシン、卵、
豆；布、靴；泥炭

典拠：Galvin［1998］p. 45

ノートルダム教区

80人

……

180

226

（50）

245

（40）

年代

1356年

1404

1417

1446

1447

1455

1475

中
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
都
市
の
慈
善
と
救
貧

一
二
九
（
三
五
三
）



と
約
二
％
に
あ
た
る
が
、
中
世
後
期
の
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
都
市
の

貧
困
の
割
合
を
Ｗ
・
ブ
ロ
ッ
ク
マ
ン
ス
と
Ｗ
・
プ
レ
ヴ
ニ
ー
ル
に

よ
り
見
積
も
ら
れ
た
よ
う
に
一
〇
％
程
度
と
す
る
な
ら
ば
、
ブ
ル

ッ
ヘ
全
体
の
貧
民
層
の
五
分
の
一
程
度
が
タ
ー
フ
ェ
ル
の
救
済
の

対
象
に
な
っ
た
と
言
え
る
（
27
）
。
そ
の
意
味
で
、
ブ
ル
ッ
ヘ
の
タ
ー
フ

ェ
ル
が
提
供
し
た
救
貧
は
、
選
択
さ
れ
た
貧
民
を
部
分
的
に
支
え

た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

タ
ー
フ
ェ
ル
の
慈
善
活
動
と
し
て
、
今
一
つ
重
要
で
あ
っ
た
の

が
、
貧
民
の
埋
葬
で
あ
る
。
中
世
都
市
の
貧
民
は
、
彼
ら
の
死
に

際
し
て
必
ず
し
も
血
縁
者
や
聖
職
者
に
看
取
ら
れ
、
埋
葬
さ
れ
た

わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
タ
ー
フ
ェ
ル
は
、
中
世
に
お
い
て
付
け
加

え
ら
れ
た
「
七
つ
の
愛
徳
」
の
一
つ
と
し
て
の
貧
し
い
死
者
の
埋

葬
に
貢
献
し
た
の
で
あ
る
。
死
者
の
埋
葬
に
つ
い
て
は
、
会
計
記

録
に
部
分
的
に
記
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
た
め
、
一
五
世
紀
の

ブ
ル
ッ
ヘ
に
お
い
て
、
毎
年
何
人
の
貧
民
が
タ
ー
フ
ェ
ル
に
よ
り

埋
葬
さ
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
五
世
紀
半
ば
の
ノ

ー
ト
ル
ダ
ム
教
区
の
タ
ー
フ
ェ
ル
に
よ
り
埋
葬
さ
れ
た
貧
民
（
大

人
と
子
供
）
に
つ
い
て
埋
葬
経
費
の
支
払
い
記
録
か
ら
知
ら
れ
る

デ
ー
タ
か
ら
、
ガ
ル
ヴ
ィ
ン
は
、
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
教
区
に
お
い
て

年
間
一
三
人
か
ら
六
〇
人
ほ
ど
を
恒
常
的
に
埋
葬
し
て
い
た
と
考

え
て
い
る
（
表
３
（
28
）
）。

以
上
か
ら
、
タ
ー
フ
ェ
ル
に
よ
っ
て
埋
葬
さ
れ
た
貧
民
の
数
は
、

年
に
よ
り
大
き
く
変
動
し
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
一
五

世
紀
を
通
じ
て
、
貧
民
の
埋
葬
が
、
中
世
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る

「
七
つ
の
愛
徳
」
の
一
つ
と
し
て
、
タ
ー
フ
ェ
ル
の
衣
食
の
分
配

と
同
様
タ
ー
フ
ェ
ル
の
行
う
重
要
な
仕
事
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は

間
違
い
な
い
（
29
）
。
そ
の
他
に
、
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
教
区
の
タ
ー
フ
ェ
ル

が
、
一
四
七
五
年
頃
か
ら
貧
し
い
子
女
の
結
婚
の
た
め
の
支
出
を

表 3 ブルッヘのノートルダム教区のターフェルに
よる貧民の埋葬者

合計

70/80（人）

（500）

32（人）

50

88

107

32

26

59

68

462

典拠：Galvin［1998］pp. 59�61

子供

……

……

22（人）

31

41

55

13

15

26

31

234

大人

……

……

10（人）

19

47

52

19

11

33

37

228

年代

1424

1438

1450�51（年）

1451�52

1452�53

1453�54

1454�55

1455�56

1475�76

1476�77

合計

史
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行
っ
て
い
た
こ
と
も
付
け
加
え
て
お
こ
う
（
30
）
。

ま
た
、
こ
う
し
た
貧
民
へ
の
物
質
的
給
付
と
引
き
換
え
に
、
タ

ー
フ
ェ
ル
は
、
寄
進
者
た
ち
の
霊
的
救
済
に
貢
献
し
た
。
ブ
ル
ッ

ヘ
の
タ
ー
フ
ェ
ル
で
は
、
寄
進
者
の
お
よ
そ
五
分
の
一
が
彼
ら
自

身
の
永
続
的
な
「
命
日
ミ
サ
」（anniversary

m
ass,jaer-

getijd

）
の
設
定
の
た
め
に
貧
民
へ
の
遺
贈
の
他
に
追
加
の
寄
進

を
行
っ
て
い
た
。
教
区
の
貧
民
へ
の
慈
善
（charity

）
と
寄
進
者

の
魂
の
た
め
の
年
ミ
サ
を
行
う
「
祈
り
の
共
同
体
」（com

m
unity

ofprayer

）
と
い
う
複
合
的
役
割
を
タ
ー
フ
ェ
ル
は
担
っ
て
い
た

の
で
あ
る
。

寄
進
者
に
よ
る
年
ミ
サ
の
設
定
の
一
例
と
し
て
、
ブ
ル
ッ
ヘ
の

聖
ヒ
リ
ス
（Sint

G
illis

）
教
区
の
タ
ー
フ
ェ
ル
に
対
し
て
な
さ

れ
たJan

de
H

ond

と
妻
のK

atheline

の
寄
進
を
見
て
み
よ
う
（
31
）
。

彼
ら
は
、
一
四
一
八
年
八
月
二
四
日
に
二
ポ
ン
ド
一
九
ス
ー
四
・

五
ド
ゥ
ニ
エ
を
タ
ー
フ
ェ
ル
に
寄
進
し
た
。
寄
進
の
条
件
は
、
彼

ら
の
死
（
埋
葬
）
の
記
念
日
に
毎
年
、
聖
ヒ
リ
ス
教
区
教
会
で
彼

ら
の
た
め
に
教
会
の
鐘
が
鳴
ら
さ
れ
、
追
悼
ミ
サ
（requiem

m
ass

）
が
執
り
行
わ
れ
る
べ
き
こ
と
、
ミ
サ
の
た
め
、
タ
ー
フ

ェ
ル
の
監
督
者
（dism

eester

）
が
、
一
ポ
ン
ド
相
当
の
�
燭
を

購
入
し
、
彼
ら
の
た
め
の
ミ
サ
の
間
に
四
本
の
�
燭
が
つ
け
ら
れ

る
こ
と
、
当
該
ミ
サ
を
執
行
す
る
教
区
司
祭
や
鐘
つ
き
人
た
ち
に

対
し
て
手
当
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
っ
た
（
32
）
。

こ
の
よ
う
に
、
タ
ー
フ
ェ
ル
は
、「
祈
り
の
共
同
体
」
と
し
て
、

貧
民
へ
の
物
的
救
済
と
寄
進
者
の
霊
的
救
済
を
組
み
合
わ
せ
、
寄

進
者
の
魂
の
た
め
の
祈
り
手
と
し
て
寄
進
者
の
親
族
や
同
業
者
仲

間
た
ち
の
み
な
ら
ず
、
タ
ー
フ
ェ
ル
の
監
督
者
、
そ
し
て
寄
進
の

対
象
と
な
っ
た
貧
民
た
ち
を
相
互
に
結
び
つ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

タ
ー
フ
ェ
ル
へ
の
寄
進
者
た
ち
は
、
彼
ら
の
世
俗
の
財
を
永
遠
の

財
（
救
い
）
へ
と
転
換
し
え
た
と
言
え
よ
う
。

そ
れ
で
は
、
タ
ー
フ
ェ
ル
が
救
済
の
対
象
と
し
た
「
貧
民
」
と

は
ど
の
よ
う
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
人
々
で
あ
っ
た
か
。
ブ
ル
ッ
ヘ
や

ヘ
ン
ト
で
は
、
彼
ら
は
、
史
料
で
「
恥
を
知
る
家
住
み
貧
民
」

（sham
e-faced

house-poor
;

pauperes
verucundi,

scam
ele

huusw
eken,

povres
honteux

）
と
呼
ば
れ
た
者
た
ち
で
あ
る
（
33
）
。

彼
ら
の
大
半
は
、
都
市
の
最
底
辺
を
構
成
し
た
無
産
の
賃
金
労
働

者
、
物
乞
い
な
ど
で
は
な
く
、
教
区
に
住
居
が
あ
り
、
そ
の
大
半

が
世
帯
を
も
つ
中
下
層
の
職
人
・
商
人
た
ち
か
ら
成
っ
て
い
た
。

彼
ら
は
、
恒
常
的
な
貧
民
で
あ
っ
た
と
い
う
よ
り
は
、
老
齢
、
病

気
、
失
業
、
世
帯
主
の
死
亡
等
何
ら
か
の
事
情
で
経
済
的
貧
困
状

態
に
陥
っ
た
者
た
ち
（
世
帯
）
で
あ
り
（
34
）
、
ゲ
レ
メ
ク
の
言
う
中
世

後
期
に
う
み
だ
さ
れ
て
い
く
「
構
造
的
貧
民
」
を
必
ず
し
も
含
む

も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

中
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
都
市
の
慈
善
と
救
貧

一
三
一
（
三
五
五
）



（
ｂ
）
収
支

中
世
ブ
ル
ッ
ヘ
の
タ
ー
フ
ェ
ル
の
収
支
記
録
は
、
ほ
ぼ
一
五
世

紀
（
一
四
〇
二
―
一
四
七
五
年
）
に
限
ら
れ
、
五
つ
の
タ
ー
フ
ェ

ル
ご
と
に
残
さ
れ
た
会
計
年
度
は
多
様
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
聖
サ

ル
ヴ
ァ
ト
ー
ル
（
一
四
〇
二
―
一
四
三
〇
、
一
四
三
八
、
一
四
四

二
―
一
四
五
一
、
一
四
七
〇
―
一
四
七
五
年
）
と
聖
母
（
ノ
ー
ト

ル
ダ
ム
）（
一
四
一
七
―
一
四
一
九
、
一
四
二
三
―
一
四
二
九
、

一
四
三
二
―
一
四
三
六
、
一
四
三
八
―
一
四
四
〇
、
一
四
四
二

―
一
四
四
六
、
一
四
五
三
―
一
四
五
五
年
）
の
二
つ
の
タ
ー
フ
ェ

ル
の
会
計
記
録
（
収
入
と
支
出
）
の
み
長
期
的
に
残
さ
れ
て
い
る
（
35
）
。

こ
れ
ら
の
会
計
記
録
の
検
討
か
ら
ガ
ル
ヴ
ィ
ン
は
、
い
く
つ
か
の

特
徴
を
指
摘
し
て
い
る
。

ま
ず
収
入
に
関
し
て
は
、
ブ
ル
ッ
ヘ
の
タ
ー
フ
ェ
ル
の
主
た
る

収
入
源
（
全
体
の
六
〇
〜
七
〇
％
）
は
、
都
市
内
外
に
所
有
さ
れ

た
不
動
産
か
ら
の
定
期
金
（renten

）
収
入
で
あ
り
、
寄
進
者
の

遺
言
や
遺
贈
に
よ
る
収
入
は
、
収
入
額
の
一
〇
％
以
下
で
あ
っ
た

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
ヘ
ン
ト
や
レ
イ
デ
ン
の
タ
ー
フ
ェ
ル

に
お
い
て
も
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
聖
霊
タ
ー
フ
ェ
ル
と
い
う
救
貧

組
織
が
、
年
毎
の
遺
贈
や
教
区
教
会
へ
の
献
金
等
に
よ
る
よ
り
も

む
し
ろ
、
そ
の
創
設
当
初
か
ら
所
有
す
る
資
産
に
基
づ
い
て
運
営

さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
ま
た
、
タ
ー
フ
ェ
ル
は
教

区
ご
と
に
独
立
し
た
組
織
で
あ
り
、
そ
の
資
産
と
運
用
は
そ
れ
ぞ

れ
の
タ
ー
フ
ェ
ル
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
教
区
ご
と

に
タ
ー
フ
ェ
ル
の
財
政
状
況
は
多
様
で
あ
り
、
最
も
富
裕
な
タ
ー

フ
ェ
ル
（
ブ
ル
ッ
ヘ
で
は
、
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
教
区
）
と
最
も
貧
し

い
タ
ー
フ
ェ
ル
（
聖
ヒ
リ
ス
教
区
）
の
間
の
財
政
的
格
差
は
四
倍

以
上
の
開
き
が
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
点
は
、
支
出

に
お
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
ブ
ル
ッ
ヘ
で
は
、
教
区
ご
と
に
救
貧

（
物
的
給
付
）
の
た
め
の
支
出
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
の
で
あ

る
（
36
）。支

出
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
点
が
重
要
で
あ
る
。
タ
ー
フ
ェ
ル

の
支
出
額
に
占
め
る
食
料
品
を
は
じ
め
と
す
る
貧
民
へ
の
物
的
給

付
額
の
割
合
は
、
タ
ー
フ
ェ
ル
ご
と
に
、
ま
た
年
度
ご
と
に
異
な

っ
て
お
り
、
ブ
ル
ッ
ヘ
の
場
合
、
タ
ー
フ
ェ
ル
同
士
の
状
況
の
比

較
が
可
能
な
一
四
五
一
―
一
四
五
三
年
の
時
期
に
、
五
六
％
〜
八

〇
％
（
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
教
区
�
五
六
％
、
ヒ
リ
ス
教
区
�
六
七
％
、

サ
ル
ヴ
ァ
ト
ー
ル
教
区
�
八
〇
％
）
と
高
い
水
準
で
推
移
し
て
い

た
。
比
較
史
的
に
み
る
と
、
ヘ
ン
ト
で
最
も
富
裕
な
聖
ニ
ク
ラ
ー

ス
教
区
の
タ
ー
フ
ェ
ル
が
支
出
の
四
三
％
、
一
六
世
紀
メ
ヘ
レ
ン

の
聖
ペ
テ
ロ
教
区
の
タ
ー
フ
ェ
ル
が
五
四
〜
七
一
％
、
他
の
教
区

の
タ
ー
フ
ェ
ル
で
三
〇
〜
五
〇
％
、
ス
ヘ
ル
ト
ー
ヘ
ン
ボ
ス
の
聖

ヤ
コ
ブ
教
区
の
タ
ー
フ
ェ
ル
で
二
一
％
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
の
聖
ヤ

史
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コ
ブ
教
区
で
五
四
％
と
見
積
も
ら
れ
て
お
り
、
ブ
ル
ッ
ヘ
の
タ
ー

フ
ェ
ル
は
、
一
五
世
紀
半
ば
、
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
諸
都
市
の
中
で

相
対
的
に
、
高
い
割
合
を
維
持
し
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
。
ま
た
、

寄
進
者
の
記
憶
の
追
悼
の
た
め
に
設
定
さ
れ
た
命
日
ミ
サ
な
ど
に

関
す
る
タ
ー
フ
ェ
ル
側
の
出
費
は
、
支
出
額
の
五
％
程
度
に
す
ぎ

ず
、
多
く
の
ミ
サ
の
経
費
が
寄
進
者
自
身
に
よ
る
遺
贈
に
よ
り
賄

わ
れ
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
こ
と
（
37
）
、
タ
ー
フ
ェ
ル
自
体
の

必
要
経
費
（
教
区
教
会
の
修
理
費
な
ど
）
の
支
出
も
限
定
さ
れ
て

お
り
、
年
間
を
通
じ
て
多
く
の
金
額
が
貧
者
へ
の
給
付
に
効
果
的

に
支
出
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
五
世
紀
半
ば
の
デ
ー
タ

の
み
で
は
あ
る
が
、
中
世
後
期
の
ブ
ル
ッ
ヘ
に
お
い
て
貧
困
を
生

み
出
し
つ
つ
あ
っ
た
社
会
経
済
的
諸
条
件
に
か
か
わ
り
な
く
、
ブ

ル
ッ
ヘ
の
タ
ー
フ
ェ
ル
は
教
区
に
お
い
て
一
定
数
の
「
家
住
み
貧

民
」
に
対
し
て
安
定
的
な
扶
助
（assistance

）
を
提
供
し
て
い

た
と
言
え
る
だ
ろ
う
（
38
）
。

（
ｃ
）
管
理
運
営

聖
霊
タ
ー
フ
ェ
ル
は
、
教
区
教
会
を
ベ
ー
ス
と
し
つ
つ
、
そ
の

実
質
的
運
営
は
、
俗
人
市
民
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
特

徴
的
で
あ
る
。
タ
ー
フ
ェ
ル
の
活
動
を
司
っ
た
職
種
は
三
つ
あ
っ

た
。
第
一
に
タ
ー
フ
ェ
ル
の
「
監
督
役
」（dism

eester
;provi-

sor

）、
第
二
に
「
収
入
役
」（ontfanger

;receveur

）、
第
三
に

「
使
用
人
」（dischcnapen

）
で
あ
る
。

監
督
役
は
、
無
報
酬
で
、
通
常
教
区
在
住
の
市
民
か
ら
選
ば
れ
、

教
区
ご
と
に
設
立
さ
れ
た
タ
ー
フ
ェ
ル
の
資
産
と
関
係
文
書
の
管

理
、
法
的
手
続
き
の
遂
行
お
よ
び
貧
民
へ
の
物
資
の
分
配
な
ど
を

行
っ
て
い
た
。
ブ
ル
ッ
ヘ
や
ヘ
ン
ト
で
は
、「
監
督
役
」
は
複
数

の
場
合
が
多
く
、
タ
ー
フ
ェ
ル
の
規
模
に
よ
り
、
ま
た
時
期
に
よ

り
そ
の
数
は
変
化
し
た
。
ブ
ル
ッ
ヘ
で
は
、
一
四
世
紀
末
ま
で
ノ

ー
ト
ル
ダ
ム
、
サ
ル
ヴ
ァ
ト
ー
ル
、
ヒ
リ
ス
の
三
つ
の
タ
ー
フ
ェ

ル
で
は
監
督
者
は
四
名
、
ヤ
コ
ブ
が
三
名
、
ワ
ル
ブ
ル
ガ
が
二
名

で
あ
っ
た
が
、
一
五
世
紀
に
は
ワ
ル
ブ
ル
ガ
以
外
の
す
べ
て
の
タ

ー
フ
ェ
ル
で
監
督
者
は
三
名
で
構
成
さ
れ
て
い
る
（
39
）
。

監
督
役
の
任
命
に
つ
い
て
は
、
定
め
ら
れ
た
規
約
は
存
在
せ
ず
、

都
市
ご
と
に
異
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
（
40
）
。
ブ
ル
ッ
ヘ
の
場
合
、

サ
ル
ヴ
ァ
ト
ー
ル
教
区
の
一
四
八
〇
年
の
史
料
は
、
監
督
役
が
、

教
区
司
祭
と
教
区
の
俗
人
名
望
家
た
ち
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
（
41
）
。
そ
の
点
で
、
施
療
院
に
お
け
る
以
上
に
、
聖

霊
タ
ー
フ
ェ
ル
で
は
俗
人
市
民
の
主
導
性
を
認
め
る
こ
と
が
で
き

る
だ
ろ
う
。

第
二
に
、
タ
ー
フ
ェ
ル
の
財
務
管
理
を
行
い
、
収
支
記
録
を
司

っ
た
の
が
収
入
役
で
あ
る
。
収
入
役
は
、
監
督
役
と
同
時
に
任
命

中
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
都
市
の
慈
善
と
救
貧

一
三
三
（
三
五
七
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さ
れ
た
。
こ
の
職
務
は
一
四
世
紀
に
は
教
区
司
祭
な
ど
の
聖
職
者

が
務
め
て
い
た
が
、
一
五
世
紀
半
ば
ま
で
に
す
べ
て
の
ブ
ル
ッ
ヘ

の
タ
ー
フ
ェ
ル
で
は
俗
人
市
民
が
収
入
役
を
務
め
て
い
る
（
42
）
。
収
入

役
は
有
給
で
、
そ
の
額
は
、
財
政
的
に
も
っ
と
も
豊
か
だ
っ
た
ノ

ー
ト
ル
ダ
ム
教
区
の
タ
ー
フ
ェ
ル
の
場
合
、
一
四
一
七
年
の
史
料

で
は
、
年
間
八
二
ポ
ン
ド
（libra

）
で
あ
り
、
大
工
親
方
職
の
年

収
の
二
倍
に
相
当
し
た
（
43
）
。

「
使
用
人
」
は
、
タ
ー
フ
ェ
ル
で
様
々
な
雑
事
を
こ
な
す
賃
金

労
働
者
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
貧
民
に
分
配
さ
れ
る
食
糧
や
そ
の
他

の
物
資
を
準
備
し
、
分
配
の
前
日
に
分
配
対
象
の
貧
民
に
告
知
し
、

分
配
の
際
に
は
監
督
者
を
手
伝
い
、
貧
民
の
埋
葬
の
際
に
も
か
か

わ
っ
た
。
し
か
し
彼
ら
の
俸
給
は
、
高
額
で
は
な
く
、
一
五
世
紀

の
史
料
で
は
、
そ
の
年
収
は
同
時
代
の
建
築
職
人
の
四
〇
日
分
の

俸
給
に
相
当
す
る
程
度
で
あ
っ
た
（
44
）
。
以
上
が
タ
ー
フ
ェ
ル
の
活
動

を
支
え
た
三
つ
の
主
要
な
職
種
で
あ
る
が
、
こ
の
中
で
、
特
に
重

要
な
監
督
役
の
出
自
に
つ
い
て
、
最
後
に
検
討
し
て
お
き
た
い
。

（
ｄ
）
監
督
役
の
出
自

上
述
の
よ
う
に
、
監
督
役
（dism

eester

）
は
、
各
教
区
に
お

け
る
タ
ー
フ
ェ
ル
の
救
貧
方
針
を
決
め
る
代
表
者
で
あ
り
、
誰
が

タ
ー
フ
ェ
ル
の
援
助
に
値
す
る
か
を
決
定
す
る
た
め
に
、
教
区
内

の
住
民
を
熟
知
し
て
い
る
必
要
が
あ
っ
た
。
監
督
役
は
ど
の
よ
う

な
市
民
が
担
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

一
五
世
紀
ヘ
ン
ト
と
ブ
ル
ッ
ヘ
に
つ
い
て
の
研
究
か
ら
両
都
市

で
は
、
タ
ー
フ
ェ
ル
の
果
た
し
た
社
会
的
役
割
が
微
妙
に
異
な
っ

て
お
り
、
そ
の
差
異
は
監
督
役
の
出
自
の
検
討
か
ら
明
ら
か
に
な

る
。中

世
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
都
市
で
は
、
市
民
の
政
治
的
経
歴
は
、

自
身
の
社
会
的
地
位
（
職
業
）
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
た
。
と

り
わ
け
都
市
政
府
（
参
事
会
）
の
役
職
へ
の
参
与
は
、
社
会
・
経

済
的
地
位
の
高
さ
を
示
す
指
標
で
あ
り
え
た
。
ヘ
ン
ト
や
ブ
ル
ッ

ヘ
、
ル
ー
ヴ
ェ
ン
、
ス
ヘ
ル
ト
ー
ヘ
ン
ボ
ス
な
ど
フ
ラ
ン
ド
ル
、

ブ
ラ
バ
ン
ト
諸
都
市
に
お
い
て
一
三
世
紀
以
来
都
市
の
自
治
的
機

関
の
中
枢
を
な
し
た
参
審
人
団
体
（schepenen

）
の
メ
ン
バ
ー

と
な
っ
た
者
は
、
都
市
の
様
々
な
役
職
を
占
め
た
比
較
的
少
数
の

富
裕
者
の
家
系
（
都
市
貴
族
）
に
属
し
て
い
た
。
ヘ
ン
ト
や
ブ
ル

ッ
ヘ
で
は
、
一
四
世
紀
以
降
参
審
人
団
体
に
多
く
の
同
業
ギ
ル
ド

の
親
方
層
を
は
じ
め
と
す
る
中
産
市
民
層
も
参
入
し
て
い
っ
た
こ

と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
参
審
人
の
多
く
は
、
一
五
世
紀
に
お
い

て
も
特
定
の
富
裕
な
階
層
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
。

ヘ
ン
ト
の
タ
ー
フ
ェ
ル
の
監
督
役
に
つ
い
て
み
る
と
、
七
つ
の

タ
ー
フ
ェ
ル
が
そ
れ
ぞ
れ
四
名
の
監
督
役
が
選
ば
れ
た
が
、
一
四

史
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世
紀
後
半
か
ら
一
五
世
紀
半
ば
ま
で
の
間
に
監
督
役
を
務
め
た
の

は
、
半
数
以
上
が
有
力
な
参
審
人
家
系
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
う
ち

に
は
、
都
市
貴
族
以
外
に
商
人
層
や
同
業
ギ
ル
ド
の
親
方
も
含
ま

れ
て
い
た
が
、
彼
ら
も
中
産
市
民
層
の
中
で
政
治
的
有
力
者
層
を

構
成
し
て
お
り
、
都
市
政
治
に
お
け
る
社
会
的
階
梯
上
昇
の
途
上

で
、
タ
ー
フ
ェ
ル
の
監
督
役
を
経
験
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
（
45
）
。

こ
れ
に
対
し
、
ブ
ル
ッ
ヘ
の
タ
ー
フ
ェ
ル
の
監
督
役
に
つ
い
て

プ
ロ
ソ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
ー
に
よ
る
分
析
を
行
っ
た
ガ
ル
ヴ
ィ
ン
に
よ

れ
ば
、
ブ
ル
ッ
ヘ
で
は
、
監
督
役
は
、
も
っ
ぱ
ら
都
市
の
中
産
商

人
・
職
人
で
あ
っ
て
、
都
市
の
上
部
の
政
治
機
構
（
参
審
人
団

体
）
に
は
ま
れ
に
し
か
関
わ
ら
な
か
っ
た
社
会
集
団
か
ら
選
出
さ

れ
て
い
た
点
が
特
徴
的
で
あ
る
（
46
）
。
表
３
は
ブ
ル
ッ
ヘ
の
最
も
富
裕

な
教
区
で
あ
っ
た
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
教
区
の
タ
ー
フ
ェ
ル
の
監
督
者

の
職
業
（
一
三
三
八
―
一
四
七
七
年
）
を
示
し
て
い
る
が
、
そ
の

職
種
が
判
明
す
る
一
三
三
名
の
う
ち
、
商
工
業
者
が
全
体
の
九

一
％
（
一
二
一
名
）
を
占
め
、
上
層
市
民
た
るpoorters

は
、
数

名
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
ブ
ル
ッ
ヘ
の
タ
ー
フ
ェ

ル
全
体
の
傾
向
に
つ
い
て
み
る
と
、
一
三
八
五
年
か
ら
一
四
五
〇

年
ま
で
の
時
期
に
ブ
ル
ッ
ヘ
の
五
つ
の
タ
ー
フ
ェ
ル
の
監
督
役
を

務
め
た
九
〇
名
の
う
ち
、
二
〇
％
の
み
が
都
市
の
統
治
機
構
（
参

審
人
団
お
よ
び
顧
問
団
）
の
役
職
経
験
者
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、

そ
の
九
〇
名
中
職
業
が
判
明
す
る
六
六
名
に
つ
い
て
み
る
と
、
約

六
〇
％
は
毛
皮
商
、
香
料
商
、
金
銀
細
工
師
な
ど
の
奢
侈
品
の
生

産
者
な
い
し
販
売
者
で
あ
る
が
、
国
際
商
業
都
市
ブ
ル
ッ
ヘ
に
お

け
る
代
表
的
職
種
で
あ
っ
た
商
業
仲
介
人
（brokers

）
や
有
力

富
裕
市
民
（poorters

（
47
）
）
は
合
わ
せ
て
一
〇
名
（
一
一
％
）
に
す

ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
（
48
）
。

以
上
か
ら
想
定
さ
れ
る
ブ
ル
ッ
ヘ
の
タ
ー
フ
ェ
ル
の
監
督
役
と

は
、
ヘ
ン
ト
の
事
例
と
は
異
な
り
、
必
ず
し
も
都
市
政
治
へ
密
接

に
関
わ
っ
た
有
力
市
民
（
名
望
家
）
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
た
職
務

で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
地
元
の
教
区
に
根
差
し
た
小

間
物
商
、
毛
織
物
業
者
、
建
築
関
係
者
（
大
工
、
石
工
、
鍛
冶
匠

な
ど
）、
肉
屋
や
パ
ン
屋
と
い
っ
た
ま
さ
に
「
上
位
の
中
産
市
民

層
」（upper

m
iddle

class

）
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
務
め
ら
れ
、

運
営
さ
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ヘ
ン
ト
と
ブ
ル
ッ
ヘ
に
お
け
る

こ
う
し
た
担
い
手
の
差
異
は
、
お
そ
ら
く
中
世
後
期
の
両
都
市
の

異
な
る
政
治
的
、
経
済
的
、
社
会
的
構
造
に
由
来
し
て
い
た
。

中
世
後
期
の
ヘ
ン
ト
は
、
毛
織
物
工
業
に
依
存
し
た
工
業
都
市

か
つ
食
料
（
穀
物
）
取
引
の
中
心
都
市
と
し
て
地
域
経
済
の
雄
で

あ
り
、
当
時
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
諸
邦
の
政
治
的
支
配
者
と
な
っ
て

い
た
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
公
に
も
軍
事
的
に
対
抗
し
た
最
も
強
力
な
政

治
的
都
市
で
あ
っ
た
。
ヘ
ン
ト
の
タ
ー
フ
ェ
ル
は
、
そ
う
し
た
政

中
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
都
市
の
慈
善
と
救
貧

一
三
五
（
三
五
九
）



治
的
支
配
層
（
都
市
貴
族
と
商
人
お
よ
び
有
力
な
手
工
業
者
ギ
ル

ド
の
親
方
層
）
に
よ
る
都
市
支
配
（
貧
民
・
下
層
民
の
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
と
い
う
都
市
当
局
側
の
権
力
構
造
）
シ
ス
テ
ム
の
一
端
を
構

成
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ヘ
ン
ト
の
タ
ー
フ
ェ
ル
に
よ
る
貧

民
（
受
禄
者
）
の
選
別
は
、
個
別
の
教
区
に
と
ど
ま
ら
な
い
広
範

な
都
市
政
策
と
結
び
つ
い
た
有
力
市
民
の
手
に
属
し
て
い
た
の
で

あ
る
（
49
）
。

こ
れ
に
対
し
、
中
世
後
期
の
ブ
ル
ッ
ヘ
は
、
国
際
商
業
都
市
と

し
て
機
能
し
、
国
際
商
業
、
地
方
市
場
、
毛
織
物
工
業
の
三
部
門

が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
営
ま
れ
て
い
た
た
め
、
特
定
の
政
治
的
有
力
者

層
に
よ
る
都
市
政
治
の
支
配
は
、
ヘ
ン
ト
に
お
け
る
ほ
ど
強
力
で

は
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
公
支
配
下
の
ネ
ー
デ

ル
ラ
ン
ト
諸
都
市
の
な
か
で
、
ヘ
ン
ト
ほ
ど
政
治
的
な
紛
争
と
社

会
的
格
差
を
め
ぐ
る
闘
争
が
生
じ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ブ

ル
ッ
ヘ
で
は
、
タ
ー
フ
ェ
ル
は
、
都
市
当
局
の
権
力
構
造
に
属
す

る
組
織
と
し
て
貧
民
層
の
社
会
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
行
う
と
い
う

よ
り
、
教
区
と
い
う
都
市
の
サ
ブ
・
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
教
区
民

相
互
の
水
平
的
な
社
会
的
絆
の
維
持
と
強
化
に
貢
献
し
た
と
言
え

る
だ
ろ
う
（
50
）
。

お
わ
り
に

中
世
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
都
市
の
聖
霊
タ
ー
フ
ェ
ル
は
、
教
区
単

位
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
貧
民
救
済
組
織
と
し
て
、
都
市
ご
と
に

多
様
な
存
在
形
態
を
と
っ
て
い
た
。
こ
れ
ま
で
、
ヘ
ン
ト
、
ブ
ル

ッ
ヘ
の
タ
ー
フ
ェ
ル
に
つ
い
て
比
較
し
な
が
ら
見
て
き
た
が
、
一

五
世
紀
の
ル
ー
ヴ
ェ
ン
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
、
レ
イ
デ
ン
、
ス
ヘ
ル

ト
ー
ヘ
ン
ボ
ス
な
ど
他
の
ブ
ラ
バ
ン
ト
や
ホ
ラ
ン
ト
の
諸
都
市
に

お
け
る
タ
ー
フ
ェ
ル
の
機
能
と
の
さ
ら
な
る
比
較
検
討
に
よ
り
、

聖
霊
タ
ー
フ
ェ
ル
と
い
う
地
縁
的
か
つ
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
慈

善
・
救
貧
組
織
の
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
特
性
が
明
ら
か
に
な
る
と

思
わ
れ
る
。
ま
た
、
一
五
世
紀
ブ
ル
ッ
ヘ
の
タ
ー
フ
ェ
ル
の
活
動

が
、
都
市
経
済
の
衰
退
へ
向
か
う
一
六
世
紀
初
頭
以
後
ど
の
よ
う

に
変
容
し
て
い
っ
た
の
か
に
つ
い
て
、
ま
だ
詳
細
な
研
究
は
な
さ

れ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
近
世
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
救
貧
施

設
管
理
の
集
権
化
、
貧
民
の
選
別
化
の
問
題
と
教
区
レ
ベ
ル
の
救

貧
シ
ス
テ
ム
の
相
互
関
係
の
解
明
も
今
後
の
課
題
と
言
え
よ
う
（
51
）
。
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hospitaalw
ezen

,1978.

を
参
照
。

（
２０
）
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
都
市
で
は
、
他
に
ベ
ギ
ン
会
に
よ
る
救
貧
施

設
・
組
織
が
重
要
な
役
割
を
演
じ
て
い
た
。W

.Sim
ons,C

ities
of

Ladies
:B

eguine
C

om
m

unities
in

the
M

edieval
Low

C
oun-

tries,
1200

�1565
,

Philadelphia,
2001,

p.
77

;H
aem

ers
&

R
yckbosch,op.cit.,pp.218

�219.
ベ
ギ
ン
会
の
救
貧
活
動
に

つ
い
て
は
、
邦
語
の
研
究
と
し
て
上
條
敏
子
『
ベ
ギ
ン
運
動
の
展

開
と
ベ
ギ
ン
ホ
フ
の
形
成
』、
刀
水
書
房
、
二
〇
〇
一
年
を
参
照
。

（
２１
）

V
an

Steensel,op.cit.,p.143.

ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
の
都
市
の

施
療
院
に
よ
る
救
済
の
効
果
に
つ
い
て
の
議
論
と
し
て
、W

.
B

lockm
ans

&
W

.
Prevenier,

Poverty
in

Flanders
and

B
ra-

bant,
1978,

pp.
20

�39
;D

.
N

icholas,
M

edieval
F

landers,
London,1992,pp.272

�273,367

�370

を
参
照
。

（
２２
）
聖
霊
タ
ー
フ
ェ
ル
の
概
念
及
び
研
究
史
に
つ
い
て
は
、J-M

.
T

its-D
ieuade,

Les
tables

des
pauvres

dans
l’anciens

Pays-
B

as
au

M
oyen

A
ge,

T
ijdschrift

voor
G

eschiedenis,
1975

お

よ
び
河
原
温
「
中
世
後
期
南
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
に
お
け
る
教
区
貧

民
救
済
│
ヘ
ン
ト
の
聖
霊
タ
ー
フ
ェ
ル
に
つ
い
て
│
」『
史
学
雑

誌
』
九
五
―
九
、
一
九
八
六
年
、
四
二
―
七
一
頁
を
参
照
。
カ
タ

ル
ー
ニ
ャ
に
つ
い
て
は
、J.B

rodm
an,C

harity
and

W
elfare

in
M

edieval
C

atalonia
,1998

を
参
照
。

（
２３
）

M
.

G
alvin,

T
he

Poor
T

ables
of

B
ruges,

1270

�1477
,

Ph
.

D
.D

issertation
,

C
olum

bia
U

niversity
,

U
M

I,
1998

;
Id

.
C

redit
and

Parochial
C

harity
in

Fifteenth-C
entury

B
ruges,

Journal
ofM

edieval
H

istory,vol.
28,

2002,
pp.

131

�154.
Id.

T
he

A
dm

inistration
of

Parochial
C

harity
in

B
urgundian

Flanders,
in

:R
.

H
ow

ell
et

al.

（eds.

）,H
istory

in
D

utch
Studies,Lanham

,2003,pp.51

�61.

（
２４
）

V
an

Steensel,op.cit.,p.14.

（
２５
）

G
alvin,T

he
Poor

T
ables

ofB
ruges,pp.43

�46.

（
２６
）

G
alvin,op.

cit.
p.49.

（
２７
）

W
.

B
lockm

ans
&

W
.

Prevenier,
Poverty

in
Flanders

and
B

rabant,pp.20

�57.

同
じ
時
期
の
ヘ
ン
ト
の
七
つ
の
教
区

の
タ
ー
フ
ェ
ル
が
、
全
体
で
約
六
〇
〇
世
帯
（
二
四
〇
〇
人
）
を

救
済
し
た
と
す
る
デ
・
ウ
ィ
ル
デ
の
研
究
（D

e
W

ilde,1980

）
お

よ
び
河
原
前
掲
書
、
一
四
二
頁
を
参
照
。

（
２８
）

G
alvin,op.

cit.,pp.58

�60.

（
２９
）
一
四
世
紀
前
半
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
お
い
て
、
同
様
に
教
区
レ

ベ
ル
で
、
貧
民
の
埋
葬
を
行
っ
た
の
が
「
焼
き
栗
兄
弟
団
」（C

om
-

pany
of

R
oast

C
hestnut

）
で
あ
っ
た
。J.H

enderson,T
he

Parish
and

the
Poor

in
Florence

at
the

tim
e

of
the

B
lack

D
eath

:the
case

of
S.Frediano,C

ontinuity
and

C
hange,3

�

2,1988,pp.247

�272.

（
３０
）

G
alvin,op.

cit.,p.66.

（
３１
）

A
rchief,O

C
M

W
,B

rugge,
D

is
Sint

G
illis,

Fondatiën,
3,

中
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
都
市
の
慈
善
と
救
貧

一
三
九
（
三
六
三
）



4.

（G
alvin,op.

cit.,pp.68

�69

よ
り
引
用
）。

（
３２
）

G
alvin,op.

cit.,pp.68

�69.

同
様
の
命
日
ミ
サ
（jaargeti-

jde

）
の
設
定
に
も
と
づ
く
タ
ー
フ
ェ
ル
の
霊
的
機
能
に
つ
い
て
、

近
年
同
じ
一
五
世
紀
ヘ
ン
ト
の
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
教
区
の
タ
ー
フ
ェ

ル
の
事
例
研
究
を
行
っ
たH

.Franck,M
em

oria
et

caritas.
Jaargetijden

als
arm

enzorg
in

de
O

nze-Lieve
V

rouw
eparo-

chie
te

G
ent

in
de

late
m

iddeleeuw
en

,
H

andelingen
der

M
aatschappij

voor
G

eschiedenis
en

O
udheidkunde

te
G

ent,
67,2013,pp.29

�57.
が
興
味
深
い
。

（
３３
）
河
原
、
前
掲
書
、
一
二
三
頁；

J-M
.T

its-D
ieuaide,Les

ta-
bles

des
pauvres,

p.
582

;G
alvin

,
T

he
A

dm
inistration

of
ParochialC

harity
in

B
urgundian

Flanders,pp.51

�52.

（
３４
）
同
じ
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
、
一
五
世
紀
の
イ
タ
リ
ア
都
市
（
フ
ィ
レ

ン
ツ
ェ
）
で
は
、
手
工
業
者
だ
け
で
は
な
く
、
零
落
し
た
貴
族
層

も
含
ま
れ
て
い
た
。A

.Spichiani,T
he

“Poverivergognosi”
in

Fifteenth-century
Florence,

in
:T

.
R

iis

（ed
.

）,A
spects

of
Poverty

in
E

arly
M

odern
E

urope,
1981,

pp.
119

�182.

を
参

照
。

（
３５
）
他
の
三
つ
の
教
区
に
残
さ
れ
て
い
る
タ
ー
フ
ェ
ル
の
収
支
記
録

は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
聖
ヤ
コ
ブ
（
一
四
一
一
年
、
一
四
五
九

―
一
四
七
四
年
）、
聖
ヒ
リ
ス
（
一
四
五
三
年
）、
聖
ワ
ル
ブ
ル
ガ

（
一
四
九
〇
年
代
）。

（
３６
）

G
alvin,op.

cit.,pp.79

�86.

（
３７
）

G
alvin,op.

cit.,pp.94

�95.

（
３８
）

G
alvin,op.

cit.,pp.103

�104.

（
３９
）

G
alvin,op.

cit.,p.108.

（
４０
）
ル
ー
ヴ
ェ
ン
で
は
、
都
市
参
事
会
が
監
督
役
を
任
命
し
て
い
る
。

ま
た
メ
ヘ
レ
ン
で
は
各
教
区
の
「
有
力
な
教
区
民
」
に
よ
り
監
督

役
が
選
出
さ
れ
た
。

（
４１
）

G
alvin,op.

cit.
p.109.

（
４２
）

G
alvin,op.

cit.
pp.113

�115.

（
４３
）

G
alvin,op.

cit.,p.117.

（
４４
）

G
alvin,op.

cit.,p.121.

（
４５
）

M
.

B
oone

,
G

ent
en

de
B

ourgondische
hertogen

,
ca

.
1384

�ca.
1453

,B
russel,1990,99

�101.

（
４６
）

G
alvin,op.

cit.,pp.212

�214.

（
４７
）

Poorters

は
、
中
世
後
期
の
ブ
ル
ッ
ヘ
に
お
い
て
不
動
産
や
商

業
へ
の
投
資
を
基
盤
と
し
た
在
地
の
富
裕
有
力
家
系
で
あ
り
、
参

審
人
を
は
じ
め
と
す
る
都
市
の
政
治
的
役
職
者
を
数
多
く
輩
出
し

て
い
た
。

（
４８
）

G
alvin

,
Parochial

C
harity

in
B

urgundian
Flanders,

p
.

55.

（
４９
）

B
oone,op.

cit.pp.99

�101
;G

alvin,ParochialC
harity,p.

56.

（
５０
）

G
alvin

,
Parochial

C
harity

,
p.58

;
J.H

aem
ers

&
W

.
R

yckbosch,A
targeted

public
:public

services
in

fifteenth-
century

G
hent

and
B

ruges,pp.223

�224.

（
５１
）

R
.Jütte,Poverty

and
D

eviance,pp.129

�131.

史

学

第
八
七
巻

第
三
号

一
四
〇
（
三
六
四
）


